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１　

長
屋
の
構
造
と
裏
長
屋
の
住
人

①
　
裏
長
屋
と
町

　
「
長
町
木
賃
宿
」
二
で
木
賃
宿
の
内
部
を
見
た
が
、
一
般
的
な
長
屋
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
長
町
と
は
大
き
く
異
な
る
の
か
。
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方

が
私
た
ち
の
興
味
を
引
く
と
感
じ
る
。

　

落
語
で
語
ら
れ
る
話
と
、
テ
レ
ビ
に
映
る
時
代
劇
の
セ
ッ
ト
に
見
ら
れ
る
「
長

屋
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
固
着
し
た
像
を
視
聴
者
に
与
え
て
い

る
。
長
屋
も
〈
表
長
屋
〉
と
〈
裏
長
屋
〉
が
あ
り
、
同
じ
長
屋
の
構
造
を
も
つ
家

屋
で
も
、
入
居
者
達
の
人
格
・
身
分
・
職
業
に
よ
り
違
っ
て
く
る
。
乞
食
あ
る
い

は
乞
食
に
準
じ
る
人
が
対
象
の
長
屋
は
、
言
葉
通
り
の
生
活
が
で
き
る
構
造
を
持

た
な
い
。
実
際
は
衛
生
や
日
照
も
悪
く
、
ひ
ど
い
住
環
境
と
な
っ
て
い
る
。（
こ

れ
は
、
通
称
乞
食
宿
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

　
〈
長
屋
〉
が
町
の
ど
の
よ
う
な
立
地
条
件
の
基
で
建
築
さ
れ
た
か
を
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

長
屋
が
建
設
さ
れ
る
に
は
、
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
、
地
割
・
町
割
を
考
え
な
け

れ
ば
こ
の
問
題
を
解
く
鍵
は
見
付
か
ら
な
い
。

　

大
阪
の
水
帳
・
絵
図
を
概
観
す
る
と
、
京
間
四
十
五
間
正
々
方
々
の
町
割
で
、

中
央
に
一
間
の
大
下
水
を
取
り
、
船
場
の
路
幅
は
東
西
に
二
間
宛
の
路
幅
と
南
北

で
一
間
半
宛
の
路
幅
を
除
い
て
、
裏
行
は
二
十
間
に
な
る
。
東
西
京
間
四
間
に
、

南
北
京
間
三
間
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
平
城
京
の
用
尺
一
尺
は
、
現
行
の
曲
九
寸

七
分
五
厘
だ
か
ら
、
六
尺
五
寸
×
四
十
五
間
＝
二
九
二
尺
五
寸
÷
曲
九
寸
七
分
五

厘
＝
三
〇
〇
＝
三
〇
丈
、
す
な
わ
ち
平
城
京
の
三
〇
丈
と
合
致
す
る
地
割
で
あ
る

と
、
佐
古
慶
三
は
述
べ
て
い
る（

１
）。
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佐
古
の
見
解
に
よ
り
、
大
阪
の
地
割
・
町
割
の
相
貌
が
浮
か
ん
で
き
た
。
大
阪

の
町
の
内
側
を
知
る
に
は
、〈
ろ
う
じ
〉
が
あ
る
。
京
・
大
阪
で
は
〈
ろ
じ
〉
と

は
呼
ば
ず
、
伸
ば
し
て
〈
ろ
ー
じ
〉
と
呼
ん
で
い
る
。
以
後
、〈
ろ
う
じ
〉
の
表

記
に
す
る
。
大
阪
の
〈
ろ
う
じ
〉
は
あ
る
必
然
に
よ
り
出
来
た
よ
う
で
あ
る
。

　

町
割
に
お
い
て
、
裏
行
二
十
間
一
杯
に
建
築
す
る
に
は
、
大
き
な
屋
敷
で
な
い

と
奥
ま
で
到
達
し
な
い
。
普
通
の
家
作
な
ら
大
概
、
裏
行
十
間
も
あ
れ
ば
充
分
で

あ
る
。
裏
に
十
間
の
余
地
が
で
き
る
。
例
え
ば
間
口
が
五
間
で
、
裏
行
二
十
間
な

ら
百
坪
の
面
積
に
な
る
。
こ
の
面
積
に
対
し
て
、間
口
半
間
を〈
ろ
う
じ
〉に
あ
て
、

裏
に
単
一
の
家
作
や
長
屋
を
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
端
地
に
建
築
さ
れ
た
長

屋
は
、
場
所
に
も
よ
る
が
〈
表
長
屋
〉
に
な
り
、
道
路
に
面
し
な
い
長
屋
は
、〈
裏

長
屋
〉
と
呼
ば
れ
る
。
町
と
町
の
中
間
に
あ
る
下
水
敷
を
生
か
し
た
の
が
、
小
路

で
あ
る
。
下
水
敷
を
路
次
代
わ
り
に
使
用
し
て
い
た
。
こ
れ
が
有
名
な
〈
浮
世
小

路
〉（
今
橋
南
の
小
路
東
ぼ
り
ゟ
西
也（

２
））

と
呼
ば
れ
て
い
る
路
次
で
あ
る
。
他
に
、

〈
う
な
ぎ
小
路
〉（
本
町
橋
西
詰
南
う
ら
浜
ゟ
西
へ
、
八
百
や
町
筋
ま
で（

３
））、〈
赤
穂

屋
小
路
〉（
新
町
西
口
ゟ
一
す
ぢ
北（

４
））、〈

狐
小
路
〉（
御
堂
筋
一
筋
西
、
本
町
通
ゟ

南
へ
北
久
太
郎
町
通
り
迄（

５
））、〈
柳
小
路
〉（
あ
ミ
だ
池
西
の
門
前
ゟ
一
筋
北
之
丁（
６
））、

〈
淀
屋
小
路
〉（
淀
屋
ば
し
南
詰
一
筋
内（

７
））
が
あ
っ
た
。

　
〈
ろ
う
じ
〉
に
住
ん
で
い
て
も
、〈
ろ
う
じ
〉
住
み
と
い
う
こ
と
で
嫌
が
る
が
、

小
路
と
す
れ
ば
、
借
り
る
側
も
〈
ろ
う
じ
〉
に
住
ん
で
い
な
い
事
に
な
る
か
ら
、

借
家
人
は
恐
悦
す
る
し
、貸
す
側
は〈
ろ
う
じ
〉と
い
わ
ず
に
小
路
と
洒
落
こ
め
ば
、

家
賃
も
高
く
と
れ
る
為
、
両
者
に
と
っ
て
都
合
が
よ
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

路
次
は
、
裏
長
屋
の
借
家
人
の
出
入
口
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
必
要
不
可
欠
な
道

で
あ
る
。〈
ろ
う
じ
〉が
存
在
す
る
こ
と
は
、借
家
が
存
在
す
る
こ
と
で
も
あ
る
し
、

大
阪
の
町
割
が
〈
ろ
う
じ
〉
発
生
の
要
因
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
町
を

概
観
す
る
場
合
に
、
人
別
帳
・
宗
門
人
別
帳
・
水
帳
・
絵
図
類
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
竈
図（

８
）を

使
っ
て
、
長
屋
の
構
造
・
住
人
の
諸
関
係
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
。

　

江
戸
時
代
の
町
に
は
、種
々
の
規
定
が
あ
る
。現
在
、私
達
は
好
き
な
町
に
移
り
、

役
所
に
住
民
票
を
移
し
、
移
っ
た
町
の
自
治
に
慣
れ
れ
ば

4

4

4

4

4

4

4

（
・
印
は
筆
者
）
大
き

な
問
題
と
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
の
問
題
は
、
自
己
が
町
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
溶
け
込
む
事
が
で
き
る
か
と
い
っ
た
程
度
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
江

戸
時
代
の
大
阪
に
は
、〈
町
規
〉〈
町
内
式
目（

９
）〉

な
ど
と
呼
ば
れ
る
町
の
規
定
が
あ

り
、
家
屋
敷
の
購
入
時
・
借
家
に
入
居
す
る
場
合
に
人
格
・
身
分
・
職
業
が
問
わ

れ
、
町
内
式
目
を
無
視
し
て
は
家
屋
敷
の
購
入
も
で
き
ず
、
借
家
に
入
居
で
き
な

い
場
合
も
あ
っ
た
。

②
　
升
屋
町
の
竈
図

　

升
屋
町
の
竈
図
に
年
号
の
記
載
が
な
く
、
貼
紙
が
施
さ
れ
て
い
る
。
珍
し
く
商

売
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
作
成
年
を
探
る
史
料
と
し
て
文
化
十
二
年
の
水
帳
・

絵
図
と
文
政
八
年
の
水
帳
・
絵
図
を
使
用
し
て
割
り
出
す
こ
と
に
す
る
。
図
１
の

北
東
部
に
住
吉
屋
平
七
の
地
所
表
口
五
間
、
裏
行
十
間
、
文
化
十
二
年
の
所
有
者

は
住
吉
屋
平
蔵
で
あ
る
。
文
政
五
年
十
二
月
二
十
四
日
に
平
七
と
名
前
を
改
め
て

い
る
。
同
じ
く
住
吉
屋
平
七
よ
り
西
へ
行
く
と
大
和
屋
三
右
衛
門
の
地
所
は
表
口

十
間
一
尺
、
裏
行
二
十
間
、
文
化
十
二
年
の
所
有
者
は
大
和
屋
与
兵
衛
に
な
っ
て

い
る
が
、
三
右
衛
門
の
死
跡
に
よ
り
同
家
の
倅
が
名
を
改
め
、
文
政
七
年
閏
八
月
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に
役
所
へ
届
け
て
い
る
。
更
に
西
へ
移
行
す
る
と
宮
原
村
庄
左
衛
門
の
掛
屋
舗
と

な
っ
て
い
る
が
文
化
十
二
年
の
所
有
者
は
庄
九
郎
で
あ
る
。
こ
の
地
所
は
表
口
六

間
三
尺
二
寸
、
裏
行
二
十
間
、
庄
左
衛
門
が
病
死
し
て
、
忰
が
名
を
改
め
た
の
が

文
政
五
年
二
月
十
九
日
で
あ
る
。
家
数
が
五
十
あ
る
内
、
名
前
の
改
め
が
文
政
元

年
か
ら
文
政
八
年
ま
で
に
集
中
し
て
い
る
。
文
政
年
間
の
姿
が
顕
著
な
た
め
、
文

政
年
間
に
作
成
さ
れ
た
と
推
察
し
て
い
る
。
商
売
を
記
し
た
家
百
二
十
一
軒
、「
名

前
の
み
」の
家
百
三
十
八
軒
、
明
家
四
十
一
軒
に
な
っ
て
い
る
。「
名
前
の
み
」
の

数
字
中
に
土
地
所
有
者
の
名
前
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
所
有
者
が
店
を
構
え

て
お
り
、
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
商
売
が
記
さ
れ
て
い
な
い
名
前
も
拾
っ
た
。

　

升
屋
町
の
商
売
の
特
色
は
、
仏
壇
に
係
わ
る
職
業
が
目
に
つ
く
。
次
に
、
彫
り

物
・
道
具
関
係
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

町
内
式
目
は
町
に
よ
り
異
な
る
の
が
普
通
で
、
一
般
的
な
忌
避
商
売
は
医
師
・

浄
瑠
璃
・
鍛
冶
職
・
大
工
・
油
商
売
・
染
織
・
麺
類
商
売
・
ゆ
の
し
商
売
な
ど
は
、

嫌
悪
さ
れ
て
当
然
と
い
う
認
識
が
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
職
業
は
、
偽
薬
、
風
紀
の
乱

れ
、
火
事
や
騒
音
の
発
生
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
升
屋
町
の
町
内

式
目
は
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
升
屋
町
「
式
目
定
」
よ
り

引
用
す
る（

（1
（

。

銘
々
商
売
筋
之
儀
丁
内
ニ
嫌
候
商
売
堅
致
間
敷
事
萬
一
言
合
ニ
穢
候
儀
致
候

へ
者
町
中
相
談
之
上
如
何
様
共
可
罷
成
其
時
一
言
之
申
合
無
之
候
事

借
屋
貸
候
得
者
年
寄
組
合
相
尋
候
上
貸
可
申
事

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

但
丁
内
得
心
之
上
貸
候
後
町

内
ニ
嫌
候
商
売
致
候
哉
又
ハ
町
内
ニ
存
寄
之
筋
在
之
家
主
江
申
遣
候
へ
者
其

訳
不
及
相
糺
ニ
早
速
家
明
さ
セ
可
申
事
（
・
印
は
筆
者
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
商
売
に
つ
い
て
も
、
町
内
に
忌
避
商
売
が
存
在
す
る
為
、
こ
れ
を

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
意
見
が
分
か
れ
た
場
合
は
、
町
中
で
相

談
し
て
決
定
す
る
。
決
定
後
は
覆
る
こ
と
は
な
い
。

　

借
家
貸
し
の
場
合
は
、
年
寄
・
組
合
に
相
談
し
て
貸
す
事
に
な
っ
て
い
る
。
町

内
が
納
得
し
て
貸
し
、
忌
避
商
売
を
し
た
時
、
存
じ
よ
り
の
家
主
へ
伝
え
、
そ
の

訳
を
相
糺
さ
ず
に
、
家
を
明
け
渡
す
事
に
な
っ
て
い
る
。

　

升
屋
町
の
忌
避
商
売
を
左
記
に
掲
げ
る（

（1
（

。

　
　

薬
種
屋
之
事　
　
　
　

鼈
甲
屋
并
ニ
磯
方
之
事

　
　

医
師
屋
之
事　
　
　
　

寺
院
之
事

　
　

都
而
唐
物
類
ニ
取
扱
商
売
之
事　
　
　
　

地
車
之
事

　
　

楡
桃
灯
之
事　
　
　
　

黎
り
物
都
而
寄
進
物
等
之
事

　
　

摂
待
之
事　
　
　
　
　

盆
大
踊
之
事

　
　

於
市
中
花
火
之
事　
　

開
帳
幟
并
笹
等
之
事

神
佛
祭
禮
銘
々
心
願
在
之
ハ
自
分
居
宅
丈
ケ
ニ
取
斗
隣
家
江
不
相
懸
様
可
致

ハ
或
者
作
り
物
等
差
出
人
寄
セ
決
而
致
間
敷
事
都
而
社
堂
寄
進
在
之
ハ
此
已

後
者
銀
納
に
取
斗
可
申
事

右
拾
四
ケ
條
丁
内
前
々
ゟ
申
合
丁
法
度
之
儀
ニ
唯
間
弥
無
違
矢
急
度
相
守
可

申
事
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図１

野田村忠兵衛掛屋舗

 
麺
類
商
売

大
和
屋
利
吉

播
磨
屋

　源
助

紀
伊
国
屋

　
　虎
吉

河
内
屋

　庄
兵
衛

油
屋　次

兵
衛

平
野
屋

仁
兵
衛
川
崎
屋

文
兵
衛

伏
見
屋

　亀
松

片
上
屋

勝
三
郎

朱

朱

朱

荒
物
商
売

 

尾
張
屋
甚
助

豆
腐
商
売

 

津
国
屋

　
　木
兵
衛

花
緒
商
売

 

金
屋
伊
兵
衛

花
緒
職

河
内
屋

治
兵
衛

花
緒
職

大
和
屋

　伊
助

□
屋

安
兵
衛

（
破
れ
）

弇
商
売

因
幡
屋

 

林
蔵

染
織

大
和
屋

 

幸
助

仏
師
職

 

京
屋
善
兵
衛

 

苧
商
売

河
内
屋
庄
兵
衛

河
内
屋

 

捨
吉

河
内
屋
長
兵
衛

三
田
屋

 

弥
惣
兵
衛

大
和
屋
三
右
衛
門

金
紙
屋

　源
兵
衛

近
江
屋

 

彦
兵
衛

住
吉
屋

　
　平
七

大
和
屋

　彦
兵
衛

  

大
工

山
田
屋
庄
七

錺
屋　嘉

兵
衛

住
吉
屋

平
兵
衛

隠
居

 

下
駄
商
売

田
嶋
屋
福
松八

文
字
屋

　
　
　平
兵
衛

張
物

 

商
売

砂
屋

八
郎
兵
衛

  

道
具
商
売

天
満
屋
忠
兵
衛

天
王
寺
屋

　新
助

き
せ
る
商
売

 

山
村
屋

　伊
兵
衛

伏
見
屋

久
兵
衛

播
磨
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名
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。

　
　
　で
朱
と
あ
る
の
は
枠
が
朱
に
な
っ
て
い
る
。
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右
の
規
定
で
触
発
さ
れ
る
の
は
〈
薬
種
商
売
〉〈
医
師
〉
の
二
業
種
で
あ
る
。

規
定
を
読
む
う
え
で
は
、
忌
避
商
売
を
総
て
排
除
す
る
訳
で
は
な
い
。
規
定
に
町

の
考
え
が
あ
る
の
は
即
ち
、
町
の
柔
軟
性
を
示
す
。
他
町
と
規
定
の
違
い
が
あ
っ

て
当
然
で
、
医
師
・
薬
種
商
売
が
忌
避
さ
れ
た
要
因
に
毒
薬
・
偽
薬
が
あ
る
。

　

幕
府
は
古
く
か
ら
た
び
た
び
、
毒
薬
・
偽
薬
が
人
命
を
奪
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、

危
険
な
商
売
だ
か
ら
町
に
住
ま
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。（
医
師
は
薬
を
取
り

扱
う
の
で
自
然
に
そ
う
な
る
）
薬
種
業
関
係
が
平
野
町
・
道
修
町
（
町
の
柔
軟
性

が
あ
る
か
ら
）
に
集
合
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
右
の
考
え
の
裏
返
し
に
す
ぎ
な

い
。

　
『
大
阪
市
史
』
第
一
巻
に
は
「
医
師
・
薬
種
商
は
毒
薬
売
買
を
禁
ぜ
ら
れ（

（1
（

」
別

に
、「
正
徳
元
年
五
月
の
毒
薬
札
第
一
條
に
毒
薬
并
に
偽
薬
を
売
買
す
べ
か
ら
ず
、

若
し
違
犯
の
者
あ
ら
ば
重
科
た
る
べ
く
、（
中
略
）
然
れ
ど
も
偽
薬
売
買
の
こ
と

絶
え
ざ
り
し
に
や
（
後
略
）」
と
い
う
が
、
元
々
は
寛
文
十
一
年
十
一
月
二
日
觸

一
四
八
に
て
、
毒
薬
・
偽
薬
の
売
買
を
禁
じ
て
い
た（

（1
（

。
以
後
、
何
度
も
触
れ
を
出

す
こ
と
に
な
っ
て
も
、
効
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

薬
種
業
者
は
毒
薬
・
偽
薬
の
売
買
に
伴
う
危
険
の
た
め
、
医
師
は
毒
薬
・
偽
薬

の
現
場
取
り
扱
い
者
と
し
て
危
険
が
高
い
た
め
に
、
忌
避
商
売
と
し
て
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
升
屋
町
に
お
い
て
は
そ
の
時
々
の
話
し
合
い
を
持
ち
、
悪
例
を
作
る
こ

と
な
く
、
良
い
例
が
で
き
う
る
よ
う
話
を
続
け
、
そ
の
結
果
、
医
師
二
名
と
薬
種

商
売
を
町
で
協
議
し
許
可
を
し
た
。
医
師
に
係
わ
る
住
居
の
問
題
は
、
慶
安
元
年

九
月
補
觸
一
〇
の
内
容
を
紹
介
す
る（

（1
（

。

一
、�

他
国
よ
り
来
た
医
師
に
つ
い
て
は
医
師
の
師
匠
を
尋
ね
、
穿
鑿
の
上
請
人
を

と
っ
て
宿
を
貸
す
事
。

二
、�

大
阪
在
住
の
医
師
も
他
町
よ
り
宿
を
借
り
に
来
て
も
、
右
と
同
様
の
吟
味
を

す
る
。

三
、�

大
阪
在
住
の
医
師
で
治
療
を
し
な
い
身
持
不
審
な
者
は
、
在
住
の
町
よ
り
申

し
出
を
す
る
事
、
こ
ち
ら
よ
り
穿
鑿
上
、
住
宅（

（1
（

を
申
し
付
け
る
。

附
、
手
習
い
と
し
て
子
を
と
る
者
に
つ
い
て
も
、
右
三
ヵ
条
の
通
り
吟
味
を

す
る
事
と
し
て
い
る
。

　

医
師
の
素
性
が
良
く
、
普
通
通
り
や
ま
し
く
も
な
い
生
活
を
し
て
い
れ
ば
、
定

住
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

慶
安
元
年
の
補
觸
と
は
い
え
、
医
師
は
人
の
命
を
預
か
る
身
で
も
あ
る
か
ら
、

多
く
の
医
師
に
よ
り
助
命
、
病
気
・
軽
い
怪
我
も
含
め
治
療
し
た
例
も
多
く
、
優

秀
な
医
師
は
世
評
に
あ
が
り
、
社
会
的
に
も
落
ち
着
き
、
町
に
根
づ
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

医
者
が
何
故
重
要
な
職
業
と
し
て
認
知
さ
れ
た
か
は
、
西
鶴
の
次
の
話
を
聞
く

と
よ
く
わ
か
る
。

世
の
寶
は
、「
醫
者
・
智
者
・
福
者
」
と
い
へ
り
。
中
に
も
、
醫
者
の
な
き

里
に
は
住
事
な
か
れ
、
ふ
た
つ
な
き
命
を
頼
む
事
ぞ
か
し（

（1
（

。

　

右
の
一
文
は
、
医
者
の
重
要
性
を
素
直
な
気
持
ち
で
現
し
て
い
る
。
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升
屋
町
図
４
は
、
仏
壇
関
係
者
が
顔
を
揃
え
て
い
る
。
表
側
西
よ
り
和
泉
屋
源

蔵
掛
屋
舗
、
彫
物
細
工
職
和
泉
屋
源
蔵
、
仏
壇
細
工
職
片
上
屋
久
兵
衛
、
網
屋
清

右
衛
門
掛
屋
舗
、
仏
壇
細
工
職
河
内
屋
利
兵
衛
、
箔
押
職
和
泉
屋
宗
右
衛
門
、
仏

壇
細
工
職
和
泉
屋
徳
兵
衛
、
一
軒
お
い
て
大
和
屋
九
兵
衛
掛
屋
舗
、
飾
職
飾
屋
儀

兵
衛
と
続
く
。
升
屋
町
図
３
で
は
、
丼
池
筋
を
挟
み
南
東
側
松
尾
三
右
衛
門
掛
屋

舗
、
古
道
具
天
等
屋
吉
兵
衛
、
古
道
具
阿
波
屋
茂
兵
衛
、
古
道
具
綿
屋
仁
兵
衛
、

畠
中
村
善
六
掛
屋
舗
の
南
西
側
は
道
具
商
売
嶋
屋
利
助
、
一
軒
お
い
て
古
道
具
天

王
寺
屋
利
兵
衛
、
古
道
具
丹
波
屋
源
兵
衛
、
古
道
具
綿
屋
清
兵
衛
、
一
軒
お
い
て

古
道
具
三
木
屋
利
兵
衛
と
な
っ
て
い
る
。

　

升
屋
町
図
１
で
宮
原
村
庄
左
衛
門
掛
屋
舗
は
、
間
口
六
間
三
尺
二
寸
、
裏
行

二
十
間
の
面
積
は
百
二
十
六
・
四
坪
に
表
借
屋
二
軒
（
難
波
屋
弥
兵
衛
と
備
前
屋

半
兵
衛
）、
裏
借
屋
十
三
軒
（
西
側
よ
り
伊
丹
屋
市
松
・
小
松
屋
岩
松
（
按
服
大

塚
屋
）・
越
中
屋
喜
與
次
郎
（
干
物
）・
越
前
屋
木
助
・
辰
野
屋
太
吉
（
指
物
職
）・

布
屋
佐
兵
衛
（
隠
居
河
内
屋
）・
明
家
（
隠
居
近
江
屋
嘉
助
）、
東
側
よ
り
手
伝
玉

屋
治
兵
衛
・
官
職
宮
屋
弥
兵
衛
・
明
家
が
二
軒
（
隠
居
吉
村
屋
庄
右
衛
門
）・
丹

波
屋
嘉
助
・
髪
結
大
和
屋
安
兵
衛
）
こ
れ
よ
り
以
前
の
住
人
等
は
、（　

）
に
記

し
た
。
か
な
り
変
動
が
あ
る
。

　

竈
図
上
で
は
井
戸
や
便
所
・
芥
場
が
あ
る
。
井
戸
は
す
ぐ
に
わ
か
る
が
便
所
と

芥
場
の
区
別
が
判
然
と
し
な
い
。
竈
図
は
水
帳
・
絵
図
と
は
違
い
大
ま
か
に
し
か

書
い
て
い
な
い
。
当
時
の
住
人
は
便
所
と
芥
場
の
場
所
は
理
解
し
て
い
た
が
、
升

屋
町
の
竈
図
か
ら
は
窺
い
知
る
事
が
で
き
な
い
。

　

百
二
十
六･
四
坪
の
面
積
に
〈
ろ
う
じ
〉
を
十
坪
ぐ
ら
い
と
し
て
、
残
り

　

町
内
式
目
に
抵
触
し
て
も
、
町
で
嫌
わ
れ
商
売
だ
と
し
て
も
、
町
の
一
統
が
熟

談
し
、
素
性
・
素
行
が
よ
け
れ
ば
町
に
と
っ
て
有
難
い
話
で
あ
る
。

　

升
屋
町
に
は
二
人
の
医
師
が
い
た
事
は
、
竈
図
中
に
職
業
名
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
。
住
居
は
升
屋
町
北
側
、
三
田
屋
弥
惣
兵
衛
掛
屋
敷
の
表
借
家
に
住
む
美

吉
屋
太
愈
は
間
口
二
間
半
・
奥
行
四
間
ぐ
ら
い
、
約
十
坪
の
面
積
に
な
る
。
も
う

一
人
の
医
師
は
南
側
、
畠
中
村
善
六
掛
屋
敷
の
表
借
家
に
住
む
向
井
屋
沢
太
郎
の

広
さ
は
美
吉
屋
太
愈
よ
り
小
さ
め
で
あ
る
。
薬
種
商
売
の
小
川
屋
常
右
衛
門
は
同

じ
表
借
屋
だ
が
向
井
沢
太
郎
と
路
次
を
挟
ん
で
東
西
に
位
置
し
て
い
る
。
長
屋
に

あ
る
と
は
い
え
、両
医
者
宅
は
わ
か
り
や
す
い
場
所
に
あ
っ
て
、医
者
が
人
に
と
っ

て
重
要
な
職
業
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

升
屋
町
は
特
徴
の
な
い
町
と
い
え
る
か
。『
懐
中
難
波
す
ゞ
め（

（1
（

』『
改
正
増
補
難

波
丸
綱
目（

（1
（

』
を
調
べ
て
も
代
表
的
な
商
売
が
一
つ
も
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
表
１

の
「
升
屋
町
商
売
調（

（2
（

」
か
ら
拾
う
と
、
道
具
商
売
七
、
古
道
具
九
、
古
道
具
商
売

一
、
道
具
関
係
は
十
七
、
仏
壇
細
工
職
四
、
仏
壇
屋
一
、
仏
壇
職
二
、
仏
具
商
売
一
、

直
接
関
係
な
い
が
仏
師
職
一
も
加
え
、箔
押
職
一
は
箔
を
仏
壇
に
使
用
す
る
た
め
、

飾
職
五
は
仏
壇
内
部
の
金
属
部
分
の
加
工
だ
と
す
る
と
、
彫
物
職
三
、
彫
物
細
工

職
一
も
仏
壇
内
部
の
木
工
・
加
工
で
あ
れ
ば
合
計
十
九
に
の
ぼ
る
。
升
屋
町
よ
り

東
側
に
あ
る
安
土
町
筋
は
、
以
下
の
様
な
商
売
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
懐
中
難
波

す
ゞ
め
』
に
掲
載
し
て
い
る
の
は
〈
持
佛
堂
や
・
佛
壇
屋
・
宮
屋
・
白
か
わ
や
〉、

『
難
波
丸
綱
目
』
は
、〈
鳥
屋
・
持
佛
堂
・
綿
ぼ
う
し
・
滑
皮
・
鑓
屋
・
絹
布
巻
物

類
・
ふ
す
べ
皮
・
宮
屋
・
白
革
〉
で
、
年
代
の
差
が
あ
っ
て
も
、
付
近
に
仏
壇
関

係
の
商
売
が
集
中
し
て
い
る
の
は
、
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
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百
十
六
・
四
坪
を
十
五
軒
で
割
る
と
一
軒
あ
た
り
七
・
七
六
坪
だ
が
、
絵
図
上
で
は

備
前
屋
・
難
波
屋
は
大
き
く
、
表
借
家
と
裏
借
家
に
も
空
地
が
あ
る
。

　

一
軒
あ
た
り
の
建
坪
は
も
っ
と
小
さ
な
面
積
に
な
る
。
七
坪
と
し
て
も
十
四
畳

だ
か
ら
、
土
間
・
押
し
入
れ
を
と
っ
て
も
六
畳
か
ら
八
畳
が
一
間
は
と
れ
る
。
一

家
で
住
め
な
い
こ
と
は
な
い
。

表
１　

升
屋
町
商
売
調　
　

職
種
六
十
八
種

　
　

塩
魚
商
売　
　

一　
　
　

塩
物　
　
　
　

一　
　
　

麩
商
売　
　
　

一

　
　

麺
類
商
売　
　

一　
　
　

豆
腐
商
売　
　

二　
　
　

酒
商
売　
　
　

三

　
　

肴
商
売　
　
　

一　
　
　

乾
物
商
売　
　

一　
　
　

彫
物
細
工
職　

一

　
　

彫
物
職　
　
　

三　
　
　

仏
壇
細
工
職　

四　
　
　

仏
壇
屋　
　
　

一

　
　

仏
壇
職　
　
　

二　
　
　

仏
具
商
売　
　

一　
　
　

仏
師
職　
　
　

一

　
　

箔
押
職　
　
　

一　
　
　

飾
職　
　
　
　

五　
　
　

道
具
商
売　
　

七

　
　

弇
商
売　
　
　

一　
　
　

箱
職　
　
　
　

二　
　
　

長
持
職　
　
　

一

　
　

箪
笥
職　
　
　

一　
　
　

箪
笥
長
持
職　

一　
　
　

下
駄
商
売　
　

一

　
　

花
緒
商
売　
　

一　
　
　

花
緒
職　
　
　

三　
　
　

苧
商
売　
　
　

一

　
　

衣
商
売　
　
　

一　
　
　

木
綿
商
売　
　

一　
　
　

呉
服
商
売　
　

二

　
　

ゆ
の
し
商
売　

一　
　
　

張
物
商
売　
　

一　
　
　

仕
立
物
屋　
　

一

　
　

染
織　
　
　
　

一　
　
　

薬
種
商
売　
　

一　
　
　

砂
糖
商
売　
　

一

　
　

油
商
売　
　
　

一　
　
　

搗
米
商
売　
　

一　
　
　

砂
商
売　
　
　

一

　
　

塗
職　
　
　
　

一　
　
　

畳
商
売　
　
　

一　
　
　

大
工　
　
　
　

三

　
　

鍛
冶
職　
　
　

一　
　
　

左
官　
　
　
　

一　
　
　

古
道
具　
　
　

九

　
　

古
道
具
商
売　

一　
　
　

網
商
売　
　
　

一　
　
　

煙
草　
　
　
　

一

　
　

き
せ
る
商
売　

二　
　
　

荒
物
商
売　
　

三　
　
　

小
間
物
屋　
　

一

　
　

小
間
物
商
売　

一　
　
　

腰
□　
　
　
　

一　
　
　

判
木　
　
　
　

一

　
　

浄
瑠
璃　
　
　

一　
　
　

屏
風
襖
職　
　

一　
　
　

官
職　
　
　
　

三

　
　

手
伝　
　
　
　

一　
　
　

働　
　
　
　
　

二　
　
　

虎
屋
肩
入　
　

二

　
　

仲
仕　
　
　
　

二　
　
　

髪
結　
　
　
　

二　
　
　

髪
結
口
入　
　

一

　
　

医
師　
　
　
　

二　
　
　

足
袋
屋　
　
　

一　
　
　

の
り
屋　
　
　

一

　
　

座
敷
借
り　
　

一　
　
　

勾
当　
　
　
　

一　
　
　

隠
居　
　
　
　

五

　
　

納
家　
　
　
　

四　
　
　

会
所
屋
舗　
　

一

　
　

名
前
の
み　
　
　

百
三
十
八
軒　
　

四
十
六
パ
ー
セ
ン
ト

　
　

商
売
名
の
記
入　
　

二
十
一
軒　
　

四
十
パ
ー
セ
ン
ト

　
　

明
家　
　
　
　
　
　

四
十
一
軒　
　

十
四
パ
ー
セ
ン
ト

③
　
本
町
壱
丁
目
の
表
裏
借
家
と
商
売
筋

　

南
組
本
町
壱
丁
目
「
当
丁
内
掟
定
式
目
写
」
は
、
寛
政
十
一
未
年
に
決
定
し
た

町
内
式
目
の
内
容
を
、
文
化
七
年
八
月
に
写
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
町
内
式
目
に
規
定

さ
れ
て
い
る
忌
避
商
売
の
条
項
が
見
当
た
ら
な
い
。
多
く
の
町
内
式
目
に
共
通
す

る
忌
避
商
売
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
、
家
屋
敷
の
売
買
・
貸
家
・
借
家
の

問
題
、
家
質
を
取
る
場
合
に
関
係
す
る
の
は
「
人
格
を
糺
す
問
題
」、
相
手
の
人

柄
・
商
売
筋
の
吟
味
の
項
目
が
欠
落
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
項
目
は
、
普
通
町

内
式
目
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
本
町
壱
丁
目
の
町
内
式
目
に
は
存
在
し
な

い
。
行
倒
人
・
捨
子
の
条
項
も
な
く
、
垣
外
番
・
木
戸
番
の
規
定
も
な
い
。
不
思
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議
な
町
内
式
目
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
丁
中
名
前
控
』
文
政
十
三
年
庚
寅
年
閏
三
月
改
め
は
、
本
町
壱
丁
目
町
内
の

町
人
と
借
家
人
の
名
前
書
上
げ
と
商
売
が
記
し
て
あ
り
、
町
内
の
働
き
を
み
つ
め

た
い（

（2
（

。

　

本
町
壱
丁
目
の
借
家
人
の
合
計
は
、
百
二
十
二
人
、
職
業
は
五
十
五
種
に
の
ぼ

る
。
こ
の
中
で
町
内
忌
避
商
売
と
お
ぼ
し
き
職
種
は
医
師
・
麺
類
・
川
魚
煮
売
・
炭
・

薪
・
紺
屋
・
音
曲
渡
世
・
浄
瑠
璃
音
曲
渡
世
・
棒
職
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
職
種
は

火
を
使
用
し
た
り
、
匂
い
が
あ
っ
た
り
す
る
理
由
で
、
音
曲
・
浄
瑠
璃
と
い
っ
た

芸
能
関
係
の
職
種
は
、
風
紀
の
乱
れ
の
要
因
に
つ
な
が
る
た
め
に
嫌
わ
れ
商
売
と

し
て
忌
避
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
条
項
が
な
い
町
内
式
目
が
〈
忌
避
〉
を
認
め

る
と
バ
ラ
ン
ス
あ
る
町
を
造
る
事
が
で
き
ず
、
経
済
運
営
に
支
障
を
き
た
す
た
め

に
、
撤
廃
し
、
新
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
な
規
定
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
壱
丁
目
の
借
家
人
の
職
業
名
を
見
渡
せ
ば（

（2
（

表
２

　
　

豆
腐
屋
商
売　
　
　
　

一　
　
　

青
物
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

　
　

小
間
物
商
売　
　
　
　

二　
　
　

油
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

本
家
肩
入　
　
　
　
　

二　
　
　

紀
州
廻
方
荷
物
積
問
屋　
　
　
　

一

　
　

働
渡
世
并
荒
物
商
売　

二　
　
　

搗
米
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

働
渡
世　
　
　
　
　
　

六　
　
　

旅
籠
屋
商
売
并
京
荷
物
取
次　
　

一

　
　

紙
商
売　
　
　
　
　
　

一　
　
　

茶
船
乗
働
網
船
乗
働　
　
　
　
　

一

　
　

木
綿
商
売　
　
　
　
　

三　
　
　

川
魚
煮
売
商
売　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

菓
子
商
売　
　
　
　
　

二　
　
　

床
髪
結
職　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

医
師　
　
　
　
　
　
　

三　
　
　

炭
薪
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

　
　

酒
商
売　
　
　
　
　
　

二　
　
　

茶
船
乗
働
荒
物
商
売　
　
　
　
　

一

　
　

生
魚
商
売　
　
　
　
　

五　
　
　

諸
問
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

　
　

呉
服
商
売　
　
　
　
　

九　
　
　

紺
屋
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

綿
帽
子
商
売　
　
　
　

一　
　
　

乾
物
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

京
飛
脚
商
売　
　
　
　

二　
　
　

酒
塩
草
履
下
駄
商
売　
　
　
　
　

一

　
　

朱
座　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　

三
拾
石
船
家
形
船
持　
　
　
　
　

一

　
　

古
道
具
商
売　
　
　
　

一　
　
　

綿
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

砥
石
商
売　
　
　
　
　

一　
　
　

諸
荷
物
積
問
屋　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

麺
類
商
売　
　
　
　
　

一　
　
　

薬
種
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

川
方
御
用
下
役　
　
　

一　
　
　

南
都
飛
脚　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

樽
屋
商
売　
　
　
　
　

一　
　
　

音
曲
渡
世　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

刀
商
売　
　
　
　
　
　

二　
　
　

浄
瑠
璃
音
曲
渡
世　
　
　
　
　
　

一

　
　

指
物
商
売　
　
　
　
　

一　
　
　

糸
物
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

草
履
下
駄
商
売　
　
　

一　
　
　

扇
子
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

飛
脚
商
売　
　
　
　
　

一　
　
　

草
履
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

左
官
職　
　
　
　
　
　

一　
　
　

衣
類
洗
張
職　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

傘
堤
燈
商
売　
　
　
　

一　
　
　

粉
商
売　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

棒
職　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　

川
魚
煮
売　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

糯
米
商
売　
　
　
　
　

一

　
　

記
載
な
し　
　
　
　

三
五　
　
　

合
計　
　
　
　
　
　
　
　

百
二
十
二
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実
に
、
想
像
以
上
の
職
種
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。
本
町
壱
丁
目
と
い
う
場

所
柄
、
呉
服
・
木
綿
商
売
が
集
中
し
、
綿
帽
子
・
糸
物
・
綿
な
ど
、
こ
れ
ら
の
荷

物
の
取
次
ぎ
積
出
し
の
関
係
で
紀
州
廻
方
荷
物
積
問
屋
、
諸
問
屋
・
諸
荷
物
問
屋
・

旅
籠
屋
商
売
并
京
荷
物
取
次
が
あ
り
、
連
絡
便
と
し
て
京
飛
脚
・
南
都
飛
脚
・
飛

脚
な
ど
が
い
た
。
繊
維
商
売
は
本
町
の
特
色
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
方
に
書
状
・

商
品
を
積
送
す
る
飛
脚
関
係
の
商
店
が
多
い
の
も
頷
け
る
。
ま
た
、「
記
載
な
し
」

三
十
五
人
の
内
訳
は
、
隠
居
と
宿
替
え
の
為
、
明
家
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生

活
に
必
要
な
青
物
・
油
・
紙
・
菓
子
・
川
魚
煮
売
な
ど
、
豊
富
な
商
売
が
揃
っ
て

い
る
。

　

町
が
大
き
く
、
医
師
が
三
名
い
る
の
も
、
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
変
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
は
、
本
町
壱
丁
目
に
、
会
所
屋
舗
を
借
り
、
朱
座
役
人
が
売
場
所
に
し

て
い
た
。
寛
政
二
年
十
二
月
二
十
六
日
に
類
焼
し
、
そ
の
結
果
、
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
、
同
町
大
岡
正
仙
の
貸
家
で
商
売
を
し
て
い
た
。
借
家
に
住
ん
で
い
た
朱

座
の
大
和
屋
亀
兵
衛
、
別
に
、
泉
屋
理
助
借
家
に
住
ん
で
い
る
御
用
下
役
の
津
国

屋
忠
兵
衛
が
い
る
の
も
面
白
い
。

　

守
貞
漫
稿
は
「
家
主
に
代
て
公
務
及
び
町
用
に
勤
め
月
収
を
小
民
よ
り
取
て
家

主
に
納
む
等
を
職
と
す
大
坂
の
家
守
は
江
戸
の
如
く
株
金
を
以
て
不
譲
當
町
借

屋
人
の
中
人
品
を
選
し
賴
て
爲
家
守
大
略
家
主
よ
り
年
給
銀
二
三
枚
を
與
ふ
銀
一

枚
は
四
十
三
匁
也
江
戸
の
家
守
は
兼
業
な
き
も
の
あ
り
大
坂
は
本
業
あ
る
者
に
兼

之
」
と
記
す（

（2
（

。

　

家
守
は
た
だ
単
に
借
家
人
か
ら
家
賃
を
徴
収
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
守
貞
漫
稿

の
言
う
通
り
兼
業
を
し
て
お
り
、
伊
丹
屋
季
兵
衛
・
泉
屋
新
右
衛
門
・
柏
屋
忠
助

は
呉
服
商
売
、
布
屋
茂
助
は
綿
帽
子
、
加
藤
由
章
は
医
師
、
小
川
屋
利
兵
衛
は
薬

種
商
売
、
和
泉
屋
金
七
は
搗
米
商
売
、
和
泉
屋
吉
兵
衛
は
酒
塩
草
履
下
駄
商
売
、

丁
子
屋
茂
助
は
衣
類
洗
張
職
、
小
川
屋
甚
平
は
二
ヵ
所
の
家
守
を
し
て
い
た
が
、

職
業
欄
は
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。本
町
壱
丁
目
の
家
守
は
会
所
屋
敷
が
あ
っ
た
り
、

朱
座
が
あ
る
場
合
は
仕
方
が
な
い
が
、
一
、二
軒
ぐ
ら
い
は
家
守
を
置
か
な
い
、

こ
れ
も
当
然
で
あ
る
。
準
町
人
の
立
場
に
あ
り
、
職
業
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

人
望
も
厚
く
な
り
、
責
任
と
義
務
を
果
た
す
町
人
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
と
推
察

す
る
。

　

本
町
壱
丁
目
の
家
数
は
、
合
計
二
十
六
軒
（
文
政
十
三
年
）
で
あ
る
が
、
そ
の

内
十
六
軒
は
一
軒
以
上
の
借
屋
を
持
っ
て
い
た
し
、
最
高
二
十
一
軒
の
借
屋
を

持
っ
て
い
た
人
も
い
る
。
土
地
の
面
積
と
借
屋
の
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
土

地
所
有
者
の
屋
敷
の
大
き
さ
と
裏
に
拡
が
る
空
地
の
問
題
、
家
作
の
大
き
さ
、
井

戸
・
便
所
・
塵
芥
場
の
問
題
、
更
に
は
経
営
者
の
借
屋
経
営
に
対
す
る
〈
商
売
〉

の
認
識
問
題
が
あ
っ
て
一
概
に
い
え
な
い
。
裏
に
家
作
を
造
る
の
は
、
空
地
の
有

効
利
用
で
あ
る
事
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
一
軒
ず
つ
離
す
よ
り

は
長
屋
に
し
た
方
が
有
効
で
あ
る
し
、
経
営
者
の
借
屋
経
営
の
運
営
そ
の
も
の
に

た
よ
る
し
か
な
い
。

　

升
屋
町
も
本
町
壱
丁
目
も
同
じ
だ
が
、
職
業
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
家
賃
が
発

生
す
る
か
ら
隠
居
以
外
の
誰
が
住
む
の
か
、
店
の
旦
那
や
番
頭
に
囲
わ
れ
て
い
る

女
か
、
否
、
男
性
の
名
前
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
名
義
貸
し
も
考
え
ら
れ
る
。
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補
１　

掛
屋
舗
に
つ
い
て

　

水
帳
・
絵
図
・
竈
図
に
掛
屋
舗
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
升
屋
町
（
竈
図
）
の
例

に
つ
い
て
い
え
ば
、
図
１
で
は

西
側　

野
田
村
忠
兵
衛
掛
屋
舗
・
長
濱
屋
伊
兵
衛
掛
屋
舗

南
側　

天
満
屋
六
治
郎
掛
屋
舗
・
宮
原
村
庄
左
衛
門
掛
屋
舗

　

図
２
で
は

北
側　

�

三
田
屋
弥
惣
兵
衛
掛
屋
舗
・
米
屋
久
□

（
破
れ
）掛

屋
舗
・
備
前
屋
半
兵
衛
掛
屋
舗
・

小
橋
屋
伊
右
衛
門
掛
屋
舗
・
備
前
屋
半
右
衛
門
掛
屋
舗
・
河
内
屋
久
右
衛

門
掛
屋
舗
・
河
内
屋
鉄
次
郎
掛
屋
舗

西
側　

平
野
屋
惣
兵
衛
掛
屋
舗
・
炭
屋
彦
五
郎
掛
屋
舗

南
側　

宮
屋
次
郎
兵
衛
掛
屋
舗
・
畠
中
村
善
六
掛
屋
舗

東
側　

松
尾
三
右
衛
門
掛
屋
舗
・
河
内
屋
鉄
次
郎
掛
屋
舗

　

図
４
で
は

北
側　

�

和
泉
屋
源
蔵
掛
屋
舗
・
網
屋
清
右
衛
門
掛
屋
舗
・
大
和
屋
九
兵
衛
掛
屋
舗
・

住
吉
屋
平
兵
衛
掛
屋
舗

西
側　

和
泉
屋
孫
兵
衛
掛
屋
舗
・
山
田
屋
徳
兵
衛
掛
屋
舗
・
山
田
屋
佐
吉
掛
屋
舗

　

升
屋
町
（
竈
図
）
の
掛
屋
敷
を
取
り
上
げ
て
も
、
右
記
の
よ
う
に
多
い
。
掛
屋

敷
に
つ
い
て
、
佐
古
慶
三
は
「
在
坂
掛
屋
敷
は
必
ず
し
も
一
ッ
と
は
限
ら
な
い
。

藩
の
財
政
の
窮
乏
に
つ
れ
、
蔵
物
の
積
登
せ
量
が
増
せ
ば
、
そ
れ
を
納
め
る
掛
屋

敷
が
狭
く
な
り
、
先
ず
近
く
に
掛
屋
敷
を
ば
設
け
る（

（2
（

。」

　

文
化
三
年
の
「
増
修
改
正
摂
州
大
坂
地
図
」
中
に
、﹁
安
芸
広
島
蔵 

○う 

本
五

分
一
町
、
○ひ 

西
信
町
掛
屋
敷
。
讃
岐
高
松
蔵 

○ゑ 

常
安
裏
町
、
○や 

常
安
町
掛

屋
敷
﹂
と
あ
っ
て
、
佐
古
慶
三
は
「
そ
れ
が
出
来
難
く
い
と
な
れ
ば
、
少
々
遠
く

て
も
我
慢
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
二
つ
以
上
と
も
な
る
と
、
中
屋
敷
、
下
屋
敷
と
呼
び

分
け
る
か
、
要
す
る
に
蔵
屋
敷
で
あ
る
。」
と
説
い
て
い
る（

（2
（

。

　

大
名
の
蔵
屋
敷
の
説
明
は
納
得
で
き
る
が
、
商
売
人
の
屋
敷
の
掛
屋
敷
も
大
名

の
商
品
を
預
か
っ
て
い
る
の
か
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
掛
屋
敷
は
あ
ま
り
に
も
数

が
多
く
な
る
。
思
う
に
、
大
阪
の
商
人
が
地
方
に
積
送
す
る
商
品
、
地
方
か
ら
積

送
さ
れ
て
き
た
商
品
を
保
管
す
る
場
所
が
、
掛
屋
敷
で
は
な
い
か
、
勿
論
、
大
名

の
蔵
屋
敷
と
は
違
い
、
本
店
に
近
い
場
所
に
保
管
す
る
と
い
う
、
大
名
達
の
屋
敷

に
対
す
る
考
え
を
移
入
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

因
み
に
辞
典
類
を
調
べ
る
と
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
四
巻
で
は
、
掛
屋
敷

に
つ
い
て（

（2
（

「
貸
家
の
こ
と
。
他
人
に
貸
し
て
い
る
家
屋
。」
と
あ
り
、
他
の
辞
典

類
も
同
様
で
あ
る
。
引
用
文
章
を
紹
介
す
る
と
、

民
の
繁
栄
―
四
「
フ
ト
三
軒
持
し
抱
屋
鋪
（
カ
ケ
ヤ
シ
キ
）
の
事
を
お
も
ひ

出
し
」

　

こ
こ
で
は
、掛
屋
敷
と
抱
屋
敷
を
同
義
と
考
え
て
い
る
の
か
。
古
事
類
苑
に
は
、

「
抱
屋
敷
と
申
候
は
圍
家
作
等
相
濟
候
場
所
を
、
抱
屋
敷
と
唱
申
候
」
と
あ
る（

（2
（

。

　

牧
健
二
は
『
改
訂
日
本
法
制
史
概
論
』
で
次
の
よ
う
に
語
る
。

幕
府
法
で
は
圍
と
家
屋
の
あ
る
武
士
所
有
の
宅
地
を
抱
屋
敷
と
云
ひ
、
町
人

の
所
有
し
た
宅
地
を
町
屋
敷
と
云
っ
た
。
抱
屋
敷
は
無
税
地
で
陪
臣
浪
人
町

人
等
は
特
別
の
理
由
な
き
限
り
之
を
所
有
し
得
な
い
。

　

こ
の
理
由
で
、
抱
屋
敷
と
掛
屋
敷
が
違
う
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
『
岩
波
古
語
辞
典（

（2
（

』
の
掛
屋
敷
の
説
明
は
左
記
の
と
お
り
。
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他
町
・
他
国
住
ま
い
の
町
人
所
有
の
屋
敷
。
屋
守
を
お
い
て
家
主
の
代
理
を

さ
せ
る
。

　

こ
の
説
明
で
納
得
で
き
る
。
先
の
掛
屋
敷
を
持
つ
人
名
は
升
屋
町
に
住
む
他
国

の
町
人
で
、『
仁
風
便
覧
』
と
照
合
す
れ
ば
、
和
泉
屋
孫
兵
衛
・
大
和
屋
九
兵
衛
・

住
吉
屋
平
兵
衛
・
宮
屋
次
郎
兵
衛
・
畠
中
村
善
六
・
炭
屋
彦
五
郎
・
備
前
屋
半
兵

衛
・
小
橋
屋
伊
飢
右
衛
門
と
八
名
も
い
る
。
他
の
人
も
屋
号
は
同
じ
で
、
名
前
が

異
な
る
の
は
襲
名
前
で
、
類
似
の
屋
号
が
多
い
。

　

そ
し
て
、
自
己
の
借
屋
に
家
守
を
お
く
の
と
同
じ
で
、
他
町
・
他
国
住
ま
い
の

者
が
所
有
す
る
屋
敷
の
意
味
で
も
あ
る
。

　

た
だ
単
な
る
貸
家
で
あ
れ
ば
、
貸
屋
敷
・
貸
家
の
言
葉
で
よ
い
筈
な
の
に
、〈
掛

屋
敷
〉の
言
葉
を
使
用
す
る
意
味
が
あ
る
。
所
有
者
が
闕
所
の
場
合
は
、〈
掛
屋
敷
〉

は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
八
年
「
家
財
家
蔵
取
上
候
程
之
過
料
取
計
方
之
儀
ニ

付
所
司
代
江
達（

（3
（

」
の
史
料
を
見
る
と

（
前
略
）
彼
地
ニ
而
ハ
、
所
持
之
懸
ケ
屋
敷

4

4

4

4

ハ
相
除
、
居
宅
并
居
宅
附
土
蔵

疊
建
具
諸
道
具
と
も
入
札
申
付
、
右
代
銀
之
内
七
歩
通
取
上
候
仕
來
之
旨
、

向
後
其
地
ニ
而
も
右
之
通
可
取
計
哉
之
段
、
町
奉
行
共
御
自
分
江
相
伺
候
ニ

付
、
差
出
候
書
付
寫
被
越
之
、
被
申
越
候
趣
令
承
知
候
、
家
財
家
蔵
且
抱
屋

4

4

敷4

ニ
有
之
候
家
蔵
ニ
而
も
、
不
殘
代
金
ニ
積
り
、
店
借
ニ
而
家
蔵
無
之
も
の

ハ
、
家
財
計
直
段
ニ
積
り
、
右
積
高
之
三
分
ニ
取
上
可
申
候
、
尤
以
來
共
此

通
相
心
得
候
様
、
町
奉
行
共
江
可
被
申
渡
候
以
上
、（
後
略
）（
・
印
は
筆
者
）

　

右
の
史
料
が
示
す
通
り
、確
か
に
闕
所
の
場
合
は
掛
屋
敷
を
相
除
く
と
あ
る
が
、

「
家
財
家
蔵
且
抱
屋
敷
ニ
有
之
候
家
蔵
ニ
而
も
、
不
残
代
金
ニ
積
り
、」
と
抱
屋
敷

は
処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
〔
續
百
一
録
〕
寛
保
三
年
三
月
廿
日
口
上
覺（

（3
（

日
野
殿
掛
屋
敷

4

4

4

ニ
御
裏
附
尼
衆
被
差
置
候
屋
敷
名
代
河
井
權
兵
衛
江
諸
事
氣

遣
之
儀
（
後
略
）（
・
印
は
筆
者
）

　

典
型
的
な
大
阪
の
蔵
屋
敷
の
場
合
に
、
見
ら
れ
る
例
で
名
代
が
河
井
權
兵
衛
、

河
井
の
所
有
屋
敷
を
日
野
が
掛
屋
敷
と
し
て
使
用
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
の
掛
屋
敷
は
藩
の
商
品
を
預
か
っ
た
り
、
倉
庫
代
り
に
使
用
し
て
い
な

い
。
竈
図
を
見
て
も
倉
庫
の
な
い
屋
敷
も
あ
る
。

　

町
人
の
掛
屋
敷
は
、
本
人
の
居
屋
敷
に
対
し
近
所
に
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
屋
敷

を
呼
ぶ
慣
わ
し
で
（
稀
に
遠
く
に
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
）、
例
え
ば
町
名
を
呼

ぶ
場
合
も
あ
る
。
特
段
特
徴
が
な
け
れ
ば
、所
有
者
の
〈
掛
屋
敷
〉
と
し
て
い
る
。

〔
史
料
１
〕

本
町
壱
丁
目
北
側
西
ゟ
東
江

　
　
　
　
　
　

表
口
九
間
三
尺
四
寸　
　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
弐
役　
　

町
内
持　

伊
丹
屋
四
良
兵
衛　

借
屋
家
守

　
　
　
　
　
　

右
四
良
兵
衛
借
屋
伊
丹
屋
季
兵
衛

　
　
　
　
　
　

表
口
三
間
二
尺
四
寸　
　
　
　

裏
行
弐
拾
間
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一
壱
役　
　

伊
丹
屋
四
良
兵
衛

　
　
　
　
　
　

表
口
拾
間
四
尺
五
寸
一
歩　
　

裏
行
弐
拾
間

一
弐
役　
　

伊
丹
屋
四
良
兵
衛　

掛
屋
舗

　
　
　
　
　
　

表
口
八
間
壱
尺
六
寸
八
歩　
　

裏
行
弐
拾
間

一
弐
役　
　

大
坂
屋
理
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

表
口
四
間
壱
尺
壱
寸　
　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

和
泉
屋
三
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

表
口
六
間
壱
尺
二
寸
四
歩　
　

裏
行
弐
拾
間

一
弐
役　
　

和
泉
屋
源
兵
衛

　
　
　
　
　
　

表
口
四
間
四
尺
九
寸
五
歩　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

他
町
持
備
後
町
五
丁
目
住
宅

塚
口
屋
木
右
衛
門

代
印
家
守　

右
木
右
衛
門
借
屋
加
藤
由
章

　
　
　
　
　
　

表
口
七
間
四
尺
五
寸
五
歩　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

和
泉
屋
源
兵
衛　

掛
屋
舗

　
　
　
　
　
　

表
口
八
間
弐
尺
八
寸
三
歩　
　

裏
行
弐
拾
間

一
弐
役　
　

繪
具
屋
惣
兵
衛

　
　
　
　
　
　

表
口
八
間
四
尺
壱
寸
八
歩　
　

裏
行
弐
拾
間

一
弐
役　
　

他
町
持
瓦
町
壱
丁
目
住
宅

河
内
屋
与
次
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
印
家
守　

町
内
近
江
屋
休
兵
衛
か
し
や
小
川
屋
甚
平

　
　
　
　
　
　

表
口
三
間
弐
尺
八
寸
弐
歩　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

摂
津
国
屋
幸
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
印
家
守　

丁
内
泉
屋
理
助
か
し
や
小
川
屋
利
兵
衛

　
　
　
　
　
　

表
口
拾
壱
間
三
尺
五
寸
五
歩　

裏
行
弐
拾
間

一
弐
役　
　

他
町
持
瓦
町
弐
丁
目
住
宅

米
屋
太
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
印
家
守　

右
太
兵
衛
借
屋
和
泉
屋
金
七

是
よ
り
南
側
濱
ゟ
西
江

　
　
　
　
　
　

表
口
拾
五
間
三
尺
六
寸　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

他
町
持
立
売
堀
四
丁
目
住
宅

近
江
屋
休
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
印
家
守　

右
休
兵
衛
借
屋
小
川
屋
甚
平

　
　
　
　
　
　

表
口
三
間
三
尺
三
寸
五
歩　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

町
内
持　

山
本
屋
休
兵
衛

　
　
　
　
　
　

表
口
四
間
半　
　
　
　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

会
所
屋
舗
家
守
丁
代
勇
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

借
家
屋

（
マ
マ
）守
丁
内　

米
屋
太
兵
衛
借
屋
和
泉
屋
金
七

　
　
　
　
　
　

表
口
四
間　
　
　
　
　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

銭
屋
宗
兵
衛

　
　
　
　
　
　

表
口
拾
間
四
尺
四
歩　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
三
役　
　

他
町
持
長
堀
茂
左
衛
門
町
住
宅

泉
屋
理
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
印
家
守　

右
理
助
借
屋
泉
屋
新
右
衛
門
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表
口
六
間
三
寸　
　
　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
弐
役　
　

他
町
持
内
平
野
町
住
宅

日
野
屋
志
津

代
判
平
野
町
一
丁
目
白
野
屋
甚
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
印
家
守
丁
内　

山
本
屋
休
兵
衛
借
屋
丁
子
屋
甚
助

　
　
　
　
　
　

表
口
八
間
壱
尺
八
寸
五
歩　

裏
行
弐
拾
間

一
弐
役　
　

他
町
持
北
久
太
郎
町
壱
丁
目
住
宅

紀
伊
国
屋
弥
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
印
家
守
丁
内　

繪
具
屋
惣
兵
衛
か
し
や
布
屋
茂
助

　
　
　
　
　
　

表
口
四
間
六
寸　
　
　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

伊
丹
屋
五
郎
兵
衛

□
□
病
ニ
付
願
上
代
判
丁
内
伊
丹
屋
四
良
兵
衛
同
家
倅
彦
三
郎

　
　
　
　
　
　

表
口
八
間
五
寸
三
歩　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

町
内
持　

和
泉
屋
三
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

借
屋
家
守
丁
内
近
江
屋
休
兵
衛
借
屋　

和
泉
屋
吉
兵
衛

　
　
　
　
　
　

表
口
三
間
三
尺
四
寸　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

岡
本
屋
四
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　

表
口
三
間
六
寸
五
歩　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

児
嶋
屋
い
と

代
判
唐
物
町
弐
丁
目
上
半
箔
屋
与
右
衛
門　

支
配
か
し
や
播
磨
屋
庄
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

表
口
三
間
六
尺
弐
寸　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

大
和
屋
甚
次
郎

　
　
　
　
　
　

表
口
五
間
六
寸
七
歩　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

山
本
屋
休
兵
衛

　
　
　
　
　
　

表
口
五
間
六
尺
三
寸　
　
　

裏
行
弐
拾
間

一
壱
役　
　

町
内
持　

山
本
屋
休
兵
衛

　
　
　
　
　
　

借
屋
家
守
丁
内
紀
伊
国
屋
源
兵
衛
か
し
や
柏
屋
忠
助

　

家
数
合
弐
拾
六
軒　
　

内
壱
役
年
寄
屋
敷

役
数
合
三
拾
七
役　
　
　

壱
役
会
所
屋
敷
無
役

本
町
壱
丁
目
浜
納
屋
地
坪
数

間
口
拾
壱
間
三
尺
壱
寸
弐
部

浜
行
三
間
半
壱
尺
六
寸
五
部

家
坪
四
拾
三
坪
七
夕

一　

近
江
屋
休
兵
衛

間
口
拾
七
間
半
弐
尺
三
寸
弐
歩

浜
行
三
間
壱
尺
六
寸
弐
歩

家
坪
五
拾
八
坪
弐
夕

一　

米
屋
太
兵
衛

惣
坪
数
合
百
壹
坪
九
夕

此
冥
加
銀
弐
百
弐
匁
壱
分
八
厘

　

但
壱
坪
ニ
付
弐
匁
宛

町
内
持
伊
丹
屋
四
良
兵
衛
借
屋

右
同
人
借
屋
家
守
伊
丹
屋
季
兵
衛

八
百
屋
町
通
東
側
北
の
端
ゟ
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一　

小
路　

塩
屋
吉
太
郎

当
寅
八
才
ニ
付
代
判
錦
町
壱
丁
目
鍵
屋
駒
次
郎
借
屋
讃
岐
屋
萬
助
文
政
十
三
寅
年

閏
三
月
ゟ

八
百
屋
町
角

一
豆
腐
屋
商
売　
　

麩
屋
庄
兵
衛

一
小
間
物
商
売　
　

河
内
屋
平
三
郎

一
呉
服
商
売　
　
　

伊
丹
屋
季
兵
衛

一
本
家
肩
入　
　
　

袴
屋
待
兵
衛

一
働
渡
世
并
荒
物
商
売　
　

榎
並
屋
太
助

本
町
角

一
紙
商
売　
　
　
　

難
波
屋
庄
兵
衛

一
呉
服
商
売　
　
　

扇
子
屋
五
郎
兵
衛

一
木
綿
商
売　
　
　

戎
屋
長
右
衛
門

一　
　
　
　
　
　
　

亀
屋
金
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
政
十
三
寅
年
閏
三
月

町
内
持　

和
泉
屋
源
兵
衛
借
屋　

但
居
宅
続
屋
敷

本
町
壱
丁
目
筋
角

一
菓
子
商
売　
　
　

鶴
屋
作
次
郎

一　
　
　
　
　
　
　

倉
橋
屋
吉
兵
衛

他
町
持　

備
後
町
五
丁
目
塚
口
屋
木
右
衛
門
借
屋

代
印
家
守
右
木
右
衛
門
借
屋
加
藤
由
章

右
家
守
由
章
退
役
跡
家
守
和
泉
屋
源
兵
衛
か
し
や
文
政
十
三
寅
年
十
一
月
山
本
屋

勘
兵
衛

一
医
師　
　
　
　
　

加
藤
由
章

一
酒
商
売　
　
　
　

大
黒
屋
喜
兵
衛

一
働
渡
世
并
荒
物
商
売　
　

山
村
屋
半
兵
衛

一
生
魚
商
売　
　
　

八
百
屋
重
助

文
政
十
三
寅
年
七
月
家
請
取
家
入
ニ
成

一
生
魚
商
売　
　
　

堺
屋
兵
助

一　
　
　
　
　
　
　

和
泉
屋
辰
三
郎
病
気
ニ
付
代
判
南
農
人
町
釘
屋
長
兵
衛

一
生
魚
商
売　
　
　

丹
波
屋
弥
兵
衛

一
菓
子
商
売　
　
　

播
磨
屋
友
七
病
身
ニ
付
代
判
本
町
弐
丁
目
な
ら
や
宗
右
衛
門

借
屋
播
磨
屋
嘉
兵
衛

町
内
持　

和
泉
屋
源
兵
衛
借
屋　

本
町
通
北
側

一　
　
　
　
　
　
　

和
泉
屋
長
兵
衛

一
木
綿
商
売　
　
　

山
本
屋
勘
兵
衛

一
本
家
肩
入　
　
　

柏
屋
武
兵
衛

右
同
借
屋
北
小
路

一　
　
　
　
　
　
　

袋
屋
弥
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

�

当
寅
十
四
才
ニ
付
代
判
内
平
野
町
雑
喉
屋
吉
右
衛
門
か
し
や

雑
喉
屋
七
兵
衛　

文
政
十
三
寅
年
八
月
本
町
弐
丁
目
へ
久
宝

寺
屋
茂
兵
衛
借
屋
へ
変
宅

一
働
渡
世　
　
　
　

和
泉
屋
孫
七
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文
政
十
三
寅
閏
三
月
丁
内
和
泉
屋
金
七
支
配
か
し
や
ゟ
引
移

一　
　
　
　
　
　
　

丹
波
屋
幾
松

　
　
　
　
　
　
　
　

�

寅
十
四
才
ニ
付
代
判
丁
内
加
藤
由
章
支
配
か
し
や　

丹
波
屋

弥
兵
衛

一　
　
　
　
　
　
　

大
黒
屋
太
兵
衛

繪
具
屋
惣
兵
衛
居
宅
続
か
し
や

一
綿
帽
子
商
売　
　

布
屋
茂
助

　
　

瓦
町
壱
丁
目

他
町
持
河
内
屋
与
次
兵
衛
借
屋　

代
印
家
守
近
江
屋
休
兵
衛
借
屋　

小
川
屋
甚
平

一　
　
　
　
　
　
　

漆
屋
篤
兵
衛

一
京
飛
脚
商
売　
　

和
泉
屋
得
右
衛
門

一
右
同
商
売　
　
　

和
泉
屋
次
郎
兵
衛

此
度
死
跡
本
町
弐
丁
目
和
泉
屋
佐
兵
衛
ゟ
入
家
幼
少
ニ
付
代
判
和
泉
屋
得
右
衛
門

文
政
十
三
寅
年
五
月

右
同
借
屋
北
小
路

一　
　
　
　
　
　
　

赤
穂
屋
五
郎
兵
衛

一　
　
　
　
　
　
　

播
磨
屋
安
兵
衛

文
政
十
三
寅
年
九
月
丁
内
近
休
借
屋
播
磨
屋
卯
吉
方
へ
同
家
引
取
ニ
成

一　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
屋
源
兵
衛

　
　

瓦
町
壱
丁
目

他
町
持
摂
津
国
屋
幸
次
郎
代
印
家
守
泉
屋
新
右
衛
門
支
配
か
し
や

小
川
屋
利
兵
衛

一
朱
座　
　
　
　
　

大
和
屋
亀
兵
衛

　
　

瓦
町
弐
丁
目

他
町
持
米
屋
太
兵
衛
借
屋
代
印
家
守
右
太
兵
衛
借
屋
和
泉
屋
金
七

一
呉
服
商
売　
　
　

播
磨
屋
佐
兵
衛

一
呉
服
商
売　
　
　

大
和
屋
利
兵
衛

一
古
道
具
商
売　
　

吹
田
屋
太
郎
兵
衛

濱
北
角

一
砥
石
商
売　
　
　

木
津
屋
傳
左
衛
門

一
麺
類
商
売　
　
　

尾
張
屋
甚
蔵

一　
　
　
　
　
　
　

播
磨
屋
十
兵
衛

文
政
十
三
寅
年
四
月
丁
内
近
休
か
し
や
播
磨
屋
卯
吉
方
へ
同
家
ニ
成

同
借
家
裏

一
青
物
商
売　
　
　

小
西
屋
幸
助

同
借
家
濱
表

一
油
商
売　
　
　
　

井
筒
屋
七
兵
衛

一
紀
州
廻
り
荷
物
積
問
屋　
　

紀
伊
国
屋
市
兵
衛

一
搗
米
商
売　
　
　

和
泉
屋
金
七

一
旅
籠
屋
商
売
并
京
荷
物
取
次　
　

和
泉
屋
弥
助

文
政
十
三
寅
年
五
月
唐
物
町
壱
丁
目
篠
原
屋
勝
次
郎
借
屋
へ
変
宅

右
同
借
屋
北
小
路
濱
ゟ
西
へ
入

一
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一
働
渡
世　
　
　
　

近
江
屋
季
兵
衛

一
働
渡
世　
　
　
　

岸
部
屋
吉
兵
衛

右
同
借
屋
浜
納
屋
地
北
ゟ
南
へ

一
同
借
屋
住
居
和
泉
屋
弥
助
か
り
た
し　

和
泉
屋
弥
助

和
泉
屋
弥
助
唐
物
町
へ
変
宅
故
此
処
明
申
候

一　
　
　
　
　
　
　

和
泉
屋
吉
兵
衛

同
借
屋
和
泉
屋
弥
助
変
宅
跡
へ
引
移
候
文
政
十
三
寅
年
六
月

一
茶
船
働
網
船
乗
働　
　

網
屋
可
助

一
同
借
屋
住
居
此
度
か
り
足　

紀
伊
国
屋
市
兵
衛

一
川
魚
煮
売
商
売　

塩
屋
定
吉

当
寅
七
才
ニ
付
代
判
内
本
町
橋
詰
町
近
江
屋
瀬
平
支
配
か
し
や　

塩
屋
茂
平

一
床
髪
結
職　
　
　

大
和
屋
佐
吉

病
身
ニ
付
代
判
白
髪
町
泉
屋
次
兵
衛
借
屋
平
野
屋
九
右
衛
門

文
政
十
三
寅
年
八
月
代
判
退
キ
直
判
ニ
成
右
佐
吉
改
名
大
和
屋
清
吉

　
　

立
売
堀
四
丁
目

他
町
持
近
江
屋
休
兵
衛
借
屋
代
印
家
守
右
休
兵
衛
借
屋
小
川
屋
甚
平

本
町
橋
ゟ
南
浜
納
屋
地
北
ゟ

一
青
物
商
売　
　
　

美
濃
屋
浅
吉

一
酒
商
売　
　
　
　

大
津
屋
清
兵
衛

一
炭
薪
商
売　
　
　

丹
波
屋
藤
五
郎

一
茶
船
乗
働
荒
物
商
売　
　

山
城
屋
弥
一
郎

一
薪
炭
商
売　
　
　

播
摩
屋
休
七

同
借
屋
南
小
路

一　
　
　
　
　
　
　

川
崎
屋
紋
兵
衛

一　
　
　
　
　
　
　

播
磨
屋
又
兵
衛

一　
　
　
　
　
　
　

石
田
屋
源
吉

同
借
屋
小
路
之
裏

一　
　
　
　
　
　
　

和
泉
屋
伊
助

一　
　
　
　
　
　
　

播
摩
屋
專
蔵

一　
　
　
　
　
　
　

小
川
屋
甚
平

同
借
屋
浜
表
小
路
角
南
ゟ

一
搗
米
商
売　
　
　

和
泉
屋
清
兵
衛

一
諸
問
屋　
　
　
　

大
和
屋
庄
助

一
紺
屋
商
売　
　
　

播
摩
屋
卯
吉

当
寅
拾
歳
ニ
付
代
判
町
内
米
屋
太
兵
衛
家
守
和
泉
屋
金
七

一
右
卯
吉
か
り
た
し　

右
同
人

一
乾
物
商
売　
　
　

和
泉
屋
利
兵
衛

一
酒
塩
草
履
下
駄
商
売　
　

和
泉
屋
吉
兵
衛

一
三
拾
石
船
家
形
船
持
商
売　
　

山
本
屋
勘
太
郎

当
寅
七
才
ニ
付
代
判
農
人
橋
弐
丁
目
山
本
屋
勘
右
衛
門
支
配
か
し
や
山
本
屋
定
七

文
政
十
三
寅
年
閏
三
月
丁
内
泉
屋
新
右
衛
門
支
配
か
し
や
ゟ
引
移
候

本
町
通
南
側
東
ゟ

一
綿
商
売　
　
　
　

紅
粉
屋
利
助

一
諸
荷
物
積
問
屋　

米
屋
貴
十
郎
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当
寅
十
一
才
ニ
付
代
判
玉
造
越
中
町
弐
丁
目
萬
屋
利
兵
衛

一
木
綿
商
売　
　
　

播
摩
屋
九
兵
衛

当
寅
十
一
才
ニ
付
代
判
内
平
野
町
日
野
屋
志
川
か
し
や
播
摩
屋
次
助

町
内
持
山
本
屋
休
兵
衛
か
し
や

一
諸
問
屋　
　
　
　

和
泉
屋
九
兵
衛

会
所
屋
舗
家
守
丁
代

一　
　
　
　
　
　
　

紅
粉
屋
勇
助

長
堀
茂
左
衛
門
町

他
町
持
泉
屋
理
助
借
屋

代
印
家
守
右
理
助
借
屋　

泉
屋
新
右
衛
門

一　
　
　
　
　
　
　

和
泉
屋
三
作

一
薬
種
商
売　
　
　

小
川
屋
利
兵
衛

一
呉
服
商
売　
　
　

泉
屋
新
右
衛
門

一
川
方
御
用
下
役　

津
国
屋
忠
兵
衛

　

右
同
借
屋
南
小
路

一　
　
　
　
　
　
　

萬
屋
藤
吉

一
働
渡
世　
　
　
　

播
摩
屋
藤
助

同
借
屋
小
路
裏

一　
　
　
　
　
　
　

尼
崎
屋
佐
七

一　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋
伊
之
助

一
働
渡
世　
　
　
　

伊
賀
屋
六
兵
衛

　
　

内
平
野
町

他
町
持
日
野
屋
志
川
借
屋
代
印
家
守
丁
内
山
本
屋
休
兵
衛
か
し
や
丁
子
屋
甚
助

　
　

本
町
筋
東
ゟ

一
南
都
飛
脚　
　
　

奈
良
屋
太
右
衛
門

東
側
壱
丁
目
筋
角
ゟ
南
へ

一
樽
屋
商
売　
　
　

大
和
屋
伊
兵
衛

一
音
曲
渡
世　
　
　

京
橋
勾
当

　
　
　
　
　
　
　
　

盲
人
ニ
付
代
判
堀
江
町
難
波
屋
宗
太
郎

一
生
魚
商
売　
　
　

堺
屋
庄
兵
衛

一
呉
服
商
売　
　
　

河
内
屋
庄
七

一
医
師　
　
　
　
　

福
原
因
營

一　
　
　
　
　
　
　

川
崎
屋
重
吉

　
　
　
　
　
　
　
　

幼
少
ニ
付
代
判
明
石
屋
清
七

文
政
十
三
寅
年
六
月
南
本
町
弐
丁
目
北
□
□
□
か
し
や
ゟ
引
移

同
年
十
月
出
所
南
本
町
三
丁
目
川
崎
屋
宗
七
方
へ
引
取
ニ
成

　
　

北
久
太
郎
町
壱
丁
目

他
町
持
紀
伊
国
屋
弥
兵
衛
借
屋
代
印
家
守
丁
内
繪
具
屋
惣
兵
衛
か
し
や

布
屋
茂
助

壱
丁
目
筋
西
側
南
之
端
ゟ

一
生
魚
商
売　
　
　

津
国
屋
源
七

一
刀
商
売　
　
　
　

刀
屋
忠
兵
衛

一
呉
服
商
売　
　
　

柏
屋
忠
助

一
医
師　
　
　
　
　

田
中
方
安
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一
指
物
商
売　
　
　

京
屋
三
右
衛
門

文
政
十
三
寅
年
四
月
引
移
候

一
糸
物
商
売　
　
　

大
和
屋
吉
兵
衛

一
草
履
下
駄
商
売　

倉
田
屋
得
兵
衛

一
扇
子
商
売　
　
　

虎
屋
吉
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

�
当
寅
三
才
ニ
付
代
判
北
久
宝
寺
町
三
丁
目
丸
屋
利
助
支
配
か

し
や
吉
野
屋
仁
兵
衛

文
政
十
三
寅
年
八
月
安
土
町
弐
丁
目
虎
屋
吉
兵
衛
方
へ
引
取
ニ
成

町
内
持
和
泉
屋
三
郎
右
衛
門
借
屋

代
印
家
守
丁
内
近
江
屋
休
兵
衛
借
屋
和
泉
屋
吉
兵
衛

一
呉
服
商
売　
　
　

升
屋
源
兵
衛

文
政
十
三
寅
年
三
月
病
死
死
跡
相
続
人
無
之
家
請
人
へ
引
取
ニ
成

一　
　
　
　
　
　
　

長
崎
屋
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

当
寅
十
三
歳
ニ
付
代
判
淡
路
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　

長
崎
屋
三
治
郎

文
政
十
三
寅
年
五
月
右
三
治
郎
方
ゟ
此
度
分
家

一　
　
　
　
　
　
　

加
賀
屋
三
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

�

当
寅
十
三
歳
ニ
付
代
判
丁
内
近
江
屋
休
兵
衛
か
し
や
和
泉
屋

吉
兵
衛

　

同
借
屋
本
町
通
裏
借
屋

一　
　
　
　
　
　
　

大
和
屋
太
吉

一
呉
服
商
売　
　
　

升
屋
源
助

　
　

同
借
屋
南
小
路
借
屋
裏
東
ゟ

一
刀
商
売　
　
　
　

刀
屋
清
兵
衛

一　
　
　
　
　
　
　

大
坂
屋
吟
兵
衛

一　
　
　
　
　
　
　

大
和
屋
庄
兵
衛

一
浄
瑠
璃
音
曲
渡
世　

竹
本
佐
賀
太
夫
改
名
中
太
夫　

播
摩
屋
佐
吉

　
　

同
借
屋
小
路
裏
借
屋

一
働
渡
世　
　
　
　

明
石
屋
又
兵
衛

一　
　
　
　
　
　
　

平
野
屋
長
三
郎

町
内
持
山
本
屋
休
兵
衛
借
屋

代
印
家
守
丁
内
紀
伊
国
屋
弥
兵
衛
か
し
や　

柏
屋
忠
助

　
　

本
町
通
東
ゟ

一
小
間
物
商
売　
　

板
屋
重
次
郎

文
政
十
三
寅
年
六
月
南
本
町
弐
丁
目
変
宅

一
草
履
商
売　
　
　

河
内
屋
半
七

　
　

八
百
屋
町
角
ゟ
南
へ

一
飛
脚
商
売　
　
　

大
丸
屋
伊
兵
衛

一
生
魚
商
売　
　
　

阿
波
屋
太
兵
衛

一
傘
堤
燈
商
売　
　

備
後
屋
吉
兵
衛

一　
　
　
　
　
　
　

綿
屋
又
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

�

当
寅
弐
歳
ニ
付
代
判
丁
内
伊
丹
屋
四
郎
兵
衛
借
屋　

扇
屋
五

郎
兵
衛

一
青
物
商
売　
　
　

中
崎
屋
新
助



88

一
粉
商
売　
　
　
　

吹
田
屋
弥
兵
衛

一
棒
職　
　
　
　
　

大
和
屋
伊
兵
衛

一
左
官
職　
　
　
　

河
内
屋
源
次
郎

一
衣
類
洗
張
職　
　

丁
子
屋
甚
助

④
　
表
・
裏
借
家
人
と
町
の
関
係

　

町
内
式
目
に
つ
い
て
は
詳
し
く
説
明
す
る
事
も
な
い
が
、
町
中
の
申
し
合
わ
せ

事
項
と
、
勘
定
仕
法
が
一
体
に
な
っ
た
町
儀（

（3
（

で
あ
る
。
時
に
は
公
課
の
賦
課
ま
で

収
録
さ
れ
て
い
る
。
町
内
式
目
の
本
義
が
「
丁
中
は
相
互
に
睦
敷
萬
事
助
合
申
事

に
候
へ
ば
諸
祝
儀
出
銀
等
心
易
く
定
置
候
事
」
と
し
て
い
る
の
が
、
本
来
の
目
的

で
あ
る（

（3
（

。
家
屋
敷
の
売
買
・
譲
り
・
養
子
・
縁
組
・
元
服
・
代
判
・
家
守
等
の
場

合
に
は
、
町
中
に
帳
切
銀
・
顔
見
世
銀
・
祝
儀
銀
・
振
舞
料
を
出
す
の
が
慣
例
に

な
っ
て
い
る
。
裏
借
家
の
住
人
に
も
費
用
を
徴
収
す
る
が
、
徴
収
金
額
は
町
人
と

は
違
っ
て
小
額
で
あ
る
。

　

道
頓
堀
立
慶
町
の
町
内
式
目
定
を
披
瀝
す
る
と（

（3
（

、

借
家
人
顔
見
世
祝
儀
右
同
斷

但
し
町
内
江
宅
か
へ
い
た
し
候
共
家
主
相
替
り
候
へ
ば
役
同
様
可
相
勤
候
名

替
代
り
代
判
替
り
等
同
斷
他
丁
に
て
名
前
に
付
居
候
も
の
引
取
同
家
加
入
い

た
し
候
義
年
寄
組
合
え
も
相
談
の
上
に
て
丁
内
人
別
に
入
可
申
事
尤
諸
祝
儀

別
段
に
可
丁
内
不
存
分
は
家
主
不
念
に
聞
之
町
之
早
々
戻
し
可
申
事

裏
借
屋
顔
見
世
祝
儀

一
、
銀
三
分
御
年
寄

一
、
同
二
分
家
主
へ

一
、
同
二
分
丁
代
へ

一
、
同
一
分
下
役
へ

〆　
　

但
先
年
も
当
時
同
様

　

と
な
り
、
裏
借
家
の
顔
見
世
祝
儀
は
、
町
人
と
は
違
い
格
段
に
安
い
。
升
屋
町

の
「
式
目
定（

（3
（

」
は

　
　

同
借
屋
之
儀
者
員
数
家
主
ゟ
相
極
〆
取
集
可
申
候
事

　
　
　

但
寄
進
銀
高
隣
町
見
競
少
限
時
者
増
銀
取
集
可
申
事

　

升
屋
町
で
は
、
借
屋
の
人
数
を
家
主
が
集
計
し
、
そ
れ
を
基
に
取
集
め
る
。
寄

進
の
場
合
は
、
隣
町
と
く
ら
べ
て
金
額
が
少
な
い
時
は
、
臨
時
に
増
銀
す
る
事
も

あ
り
、
金
を
取
り
集
め
る
。

　

順
慶
町
壱
丁
目
の
「
式
目
帳（

（3
（

」
は
、
左
記
の
定
め
で
あ
る
。

　
　

一�

引
取
候
節
他
丁
ニ
居
候
節
人
別
之
も
の
縁
付
又
ハ
奉
公
ニ
出
候
も
の
町
内

江
変
宅
後
引
取
候
節
何
縁
ニ
而
茂
出
銀
左
之
通

　
　
　

表
借
屋
之
分

　
　
　

銀
三
匁　
　
　
　
　

年
寄

　
　
　

同
弐
匁　
　
　
　
　

丁
代

　
　
　

同
壱
匁　
　
　
　
　

下
役

　
　
　

裏
借
屋
壱
人
分
ニ
付

　
　
　

銀
壱
匁
五
分　
　
　

年
寄

　
　
　

同
壱
匁　
　
　
　
　

丁
代
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同
五
分　
　
　
　
　

下
役

　
　

但
月
別
壱
ヶ
月
ニ
表
借
屋
三
拾
八
文
裏
借
屋
三
拾
文
宛
可
被
差
出
事

　

順
慶
町
の
裏
借
家
は
、
表
借
家
の
半
分
で
あ
る
。
町
名
は
不
明
で
あ
る
が
、「
町

内
式
目
写（

（3
（

」（
天
明
八
年
申
五
月
）
か
ら
引
用
す
る
。

　
　

一�

借
屋
人
町
内
江
引
移
目
見
得
之
事
年
寄
江
表
店
借
屋
ゟ
銀
三
匁
づ
ゝ
裏
店

借
主
ゟ
扇
子
壱
封
づ
ゝ

　
　
　

右
同
断
丁
代
江

　
　
　
　
　
　

表
店
借
屋
ゟ　

銀
弐
匁
づ
ゝ

　
　
　
　
　
　

裏
店
借
屋
ゟ　

同
壱
匁
五
分
づ
ゝ

　
　
　

右
同
断
下
役
江

　
　
　
　
　
　

表
店
借
屋
ゟ　

銀
壱
匁
五
分
宛

　
　
　
　
　
　

裏
店
借
屋
ゟ　

同
壱
匁
宛

　

こ
こ
の
裏
店
は
、
表
店
の
三
分
の
二
ぐ
ら
い
を
支
払
ら
っ
て
い
る
。

　

北
組
本
堺
町
の
「
丁
内
定
目
録
」
は
宝
暦
と
古
く（

（3
（

、
左
の
と
お
り

　
　

一
借
屋
番
賃
壱
軒
ニ
付
銭
弐
拾
文
ツ
丶

　
　

一
裏
借
屋
番
賃
壱
軒
ニ
付
銭
六
文
ツ
丶

　

裏
借
屋
と
表
借
屋
の
違
い
は
三
倍
以
上
に
な
る
。本
堺
町
の
環
境
に
よ
る
の
か
、

随
分
と
違
う
。

　

順
慶
町
弐
丁
目
の
「
町
内
式
目
写（

（3
（

」
し
は

　
　

一�

銘
々
勝
手
ニ
付
我
借
屋
を
取
込
自
身
に
遣
候
又
者
小
借
屋
を
大
借
屋
ニ
建

替
申
事
ハ
勝
手
ニ
候
得
共
然
ル
時
ハ
借
屋
数
減
少
も
成
下
代
下
役
扶
持
ニ

□
リ
難
渋
致
し
大
借
屋
ニ
罷
成
候
加
借
屋
自
身
ニ
遣
可
申
時
ハ
下
地
有
来

り
借
屋
之
通
月
別
銭
油
銭
番
賃
銭
掛
り
も
の
其
割
を
も
っ
て
請
取
さ
せ
可

申
候
事

　

裏
借
屋
は
人
数
に
よ
っ
て
割
り
当
て
て
い
た
が
、
小
借
屋
か
ら
大
借
屋
に
建
替

え
が
促
進
し
た
為
に
人
数
が
少
な
く
な
っ
た
。
そ
の
為
、
丁
代
・
下
役
の
扶
持
が

難
渋
に
な
っ
た
。
月
別
銭
・
油
銭
・
番
賃
は
や
は
り
人
数
で
割
っ
て
徴
収
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

金
沢
町
の
「
諸
祝
儀
式
目
并
勘
定
立
帳（

（4
（

」
で
は

　
　

表
借
屋
人
宅
替
之
節
并
名
前
替
之
節
出
銀

　
　

一
銀
三
匁　
　
　
　
　

年
寄

　
　

一
同
弐
匁
五
分　
　
　

家
主

　
　

一
同
弐
匁　
　
　
　
　

丁
代

　
　

一
同
壱
匁
五
分　
　
　

下
役

　
　

一
銭
百
文　
　
　
　
　

髪
結

　
　
　

�

但
表
借
屋
人
宅
替
之
節
至
而
間
廣
ニ
而
表
間
口
四
間
ゟ
以
上
之
節
ハ
右
出

銀
倍
増
之
事

　
　

裏
借
屋
人
宅
替
并
名
前
替
之
節
出
銀

　
　

一
銀
弐
匁　
　
　
　
　

年
寄

　
　

一
同
壱
匁
五
分　
　
　

家
主

　
　

一
銭
百
廿
四
文　
　
　

丁
代

　
　

一
同
百
文　
　
　
　
　

下
役

と
な
る
。
相
対
的
に
町
人
と
借
家
人
と
は
、
祝
儀
が
大
幅
に
異
な
る
。
ま
た
、
表
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借
家
と
裏
借
家
に
お
い
て
も
、
祝
儀
の
相
手
の
範
囲
も
金
額
が
違
う
の
は
義
務
と

権
利
の
違
い
と
な
り
、
表
店
・
裏
店
に
よ
っ
て
違
う
の
は
、
長
い
慣
例
に
よ
る
証

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
注（

1
）
佐
古
慶
三
「
大
阪
、
増
修
改
正
摂
州
大
阪
地
図
」（『
近
畿
の
市
街
古
図
』
鹿
島
出

版
会
、
一
九
七
八
年
）

　
　

 

船
場
の
他
に
も
堀
江
新
地
元
禄
十
一
開
発
で
は
、
お
な
じ
く
四
十
五
間
平
方
で
あ

り
、裏
行
二
十
間
に
至
っ
て
は
常
例
と
な
っ
て
い
る
。
判
っ
て
い
る
分
を
挙
げ
る
と
、

※
印
は
元
和
以
後
開
発
の
分

　
　

玉
造　
　
　
　
　
　
　

岡
山
町

　
　

上
町　
　
　
　
　
　
　

追
手
町　

和
泉
町

　
　

下
船
場　
　
　
　
　
　

江
戸
堀
二
丁
目　

立
売
堀
中
橋
町　

佐
渡
島
町
※

　
　

西
道
頓
堀　
　
　
　
　

新
難
波
中
之
丁
※

　
　

幸（
堀
江
）町
元
禄
十
一
開
発　

一
丁
目
よ
り
五
丁
目　

但
、
東
西
は
六
十
間
乃
至
七
十
間

　
　

長
町
日
本
橋
筋　
　
　

一
丁
目
よ
り
九
丁
目

　
　

中
之
島　

上
中
之
島
町　

常
安
裏
町

　
　

堂
島
元
禄
元
開
発　

堂
島
新
地
三
丁
目　

堂
島
新
地
中
三
丁
目

　
　

曾
根
崎
宝
永
五
開
発　

一
丁
目
よ
り
三
丁
目

　
　

相
生
新
地
享
保
九
開
発　

本
京
橋
町　

本
相
生
町

︵
2
︶
楠
里
散
人
『
増
補
大
坂
町
鑑
全
』
柏
原
屋
清
右
衛
門
、天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

︵
3
︶
注
︵
2
︶
に
同
じ
。

︵
4
︶
注
︵
2
︶
に
同
じ
。

︵
5
︶
注
︵
2
︶
に
同
じ
。

︵
6
︶
注
︵
2
︶
に
同
じ
。

︵
7
︶
注
︵
2
︶
に
同
じ
。

︵
8
︶
竈
図
と
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、
意
味
は
水
帳
が
土
地
台
帳
で
絵
図
が
地

籍
図
に
相
当
す
る
。
水
帳
・
絵
図
で
は
長
屋
の
住
人
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
竈
図
に

は
井
戸
・
雪
隠
・
塵
芥
場
・
建
物
の
構
造
等
、
更
に
職
業
ま
で
書
か
れ
た
竈
図
が
あ

る
。
文
字
通
り
長
屋
の
世
帯
を
現
わ
す
「
カ
マ
ド
」
が
発
生
要
因
と
考
え
る
。

︵
9
︶
小
田
忠
「
町
の
諸
相
」（『
地
域
と
社
会
』
創
刊
号
、
大
阪
商
業
大
学
比
較
地
域
研

究
所
、
一
九
九
九
年
）

︵
10
︶
忌
避
商
売
が
文
芸
中
に
出
て
こ
な
い
の
は
、当
時
の
住
人
や
文
芸
者
達
が
〈
差
別
〉

と
い
う
認
識
を
保
有
せ
ず
、町
に
住
む
後
発
組
に
対
し
て
「
郷
に
入
ら
ば
郷
に
従
え
」

と
い
っ
た
認
識
が
強
く
、
日
常
的
に
当
然
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ

自
分
達
が
住
め
る
町
を
捜
し
た
の
で
あ
る
。

︵
11
︶
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
十
二
月
、「
式
目
定
」
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館

所
蔵

　

 

銘
々
家
内
ハ
不
及
申
借
屋
末
々
迄
家
替
引
移
或
ハ
引
取
出
生
病
死
奉
公
人
之
出
入
又

ハ
婚
礼
離
別
之
類
右
人
別
出
入
無
滞
早
速
其
段
相
断
可
申
候
萬
一
不
糺
不
念
之
儀
御

座
候
得
者
其
家
主
越
度
ニ
相
成
可
申
事

︵
12
︶
注
︵
11
︶
に
同
じ
。

︵
13
︶
大
阪
市
役
所
蔵
版
『
大
阪
市
史
』
第
一
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
八
年

︵
14
︶
大
阪
市
役
所
蔵
版
『
大
阪
市
史
』
第
三
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
九
年

　

 

似
せ
藥
種
商
賣
致
間
鋪
之
事
、
付
り
、
毒
藥
賣
買
致
間
敷
之
事
、
諸
色
買
置
志
め
賣

之
事
、

︵
15
︶
注
︵
14
︶
に
同
じ
。
慶
安
元
戊
子
年
九
月
十
四
日
、
補
觸
一
〇
醫
師
住
宅
之
事
、

　
　

一�

他
國
ゟ
參
候
醫
師
、
本
道
外
科
と
も
致
吟
味
、
前
廉
他
國
ニ
而
く
す
し
仕
候
哉
、

又
師
匠
を
相
尋
、
穿
鑿
之
上
請
人
を
と
り
、
宿
か
し
可
申
事
、

　
　

一�

縦
大
坂
ニ
久
罷
有
候
醫
師
ニ
而
も
、
他
町
ゟ
宿
か
り
來
ら
ハ
、
右
同
前
ニ
可
致

吟
味
事
、

　
　

一�

只
今
大
坂
之
住
宅
之
醫
者
、
常
住
之
躰
心
を
つ
け
、
療
治
を
も
不
致
、
身
持
不

審
な
る
も
の
於
有
之
ハ
、
其
ノ
町
ゟ
可
申
來
候
、
此
方
よ
り
穿
鑿
之
上
住
宅
可

申
事
、
付
タ
リ
手
習
子
を
と
り
居
候
も
の
、
右
三
ケ
條
之
と
を
り
可
致
吟
味
事
、

　
　
　
　
　
　

子
九
月
十
四
日　
　
　
　
　

孫
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
波
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︵
16
︶
升
屋
町
の
竈
図
を
見
る
限
り
、
医
者
の
居
宅
は
凡
そ
十
坪
前
後
の
面
積
と
推
定
す

る
。

︵
17
︶
野
間
光
辰
校
注
『
西
鶴
集
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年

︵
18
︶
復
刻
版
『
懐
中
難
波
す
ゝ
め
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
九
年

︵
19
︶
多
治
比
郁
夫
・
日
野
龍
夫
編
『
校
本
難
波
丸
綱
目
』
中
尾
松
泉
堂
書
店
、

一
九
七
七
年

︵
20
︶升
屋
町
商
売
調
は
、大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵
、竈
図「
升
屋
町
」よ
り
作
成
。

︵
21
︶
文
化
七
年
八
月
「
当
丁
内
掟
定
式
目
写
」
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵

︵
22
︶
注
︵
21
︶
に
同
じ
。

︵
23
︶
注
︵
21
︶
に
同
じ
。
文
化
七
年
八
月
「
当
丁
内
掟
定
式
目
写
」
を
参
照
の
事

︵
24
︶
室
松
岩
雄
編
『
類
聚
近
世
風
俗
志
』
榎
本
書
房
、
一
九
二
七
年

︵
25
︶
注
︵
21
︶
に
同
じ
。

︵
26
︶
佐
古
慶
三
『
古
板
大
坂
地
図
集
成
に
就
い
て
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
〇
年

︵
27
︶
日
本
大
辞
典
刊
行
会
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
四
巻
、
小
学
館
、
一
九
七
三
年

︵
28
︶『
古
事
類
苑
』
政
治
部
三
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年

︵
29
︶
大
野
晋
・
佐
竹
昭
広
・
前
田
金
五
郎
編
『
岩
波
古
語
辞
典
補
訂
版
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
年

︵
30
︶
石
井
良
助
編
『
徳
川
禁
令
考
後
集
Ⅳ
』
創
文
社
、
一
九
六
○
年

︵
31
︶
注
︵
28
︶
に
同
じ
。

︵
32
︶
注
︵
9
︶
に
同
じ
。

︵
33
︶
注
︵
21
︶
に
同
じ
。

︵
34
︶
注
︵
21
︶
に
同
じ
。

︵
35
︶
注
︵
21
︶
に
同
じ
。

︵
36
︶
注
︵
21
︶
に
同
じ
。

︵
37
︶
注
︵
21
︶
に
同
じ
。

︵
38
︶
注
︵
21
︶
に
同
じ
。

︵
39
︶
注
︵
21
︶
に
同
じ
。

︵
40
︶
注
︵
21
︶
に
同
じ
。


